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百
人
一
首
に
選
ば
れ
て
い
る
八
人
の
天
皇

　

現
在
、
親
し
ま
れ
て
い
る
百
人
一
首
に
は
、

八
人
の
天
皇
の
和
歌
が
選
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
智
天
皇
、
持
統
天
皇
、
陽
成
院
、
光
孝
天
皇
、

三
条
院
、崇
徳
院
、後
鳥
羽
院
、順
徳
院
で
あ
る
。

（
天
皇
、
院
の
号
は
、
概
ね
、
天
皇
の
場
合

在
位
中
、
院
は
上
皇
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
は
、
第
六
三
代
冷

泉
か
ら
江
戸
時
代
の
第
一
一
八
代
後
桃
園
ま

で
天
皇
と
呼
ば
ず
、
院
と
称
号
さ
れ
て
お
り
、

大
正
天
皇
時
代
よ
り
、
総
て
呼
び
方
が
天
皇

に
統
一
さ
れ
て
い
る
由
。）

　

百
人
一
首
は
選
者
と
さ
れ
る
藤
原
定
家
が
、

百
人
一
首
の
原
型
と
も
考
え
ら
れ
る
「
百
人

秀
歌
」
と
い
う
選
集
を
ま
と
め
る
に
際
し
、

そ
の
奥
付
に
「
名
誉
の
人
、
秀
逸
の
詠
を
洩

ら
し
て
い
る
。
あ
る
が
ま
ま
に
選
ん
で
い
る

の
で
非
難
し
な
い
で
欲
し
い
」
と
記
し
て
い

る
よ
う
に
、
定
家
の
好
み
と
、
独
断
、
偏
見

に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
百
人
一
首
が
、今
日
迄
永
々

と
、
親
し
み
、
伝
え
ら
れ
て
来
た
の
は
、
選

者
の
定
家
が
、
平
安
中
期
か
ら
続
く
歌
道
家

の
継
承
者
で
、
勅
撰
集
の
撰
者
で
も
あ
り
、

歌
論
や
古
典
の
写
本
に
多
く
の
業
績
を
残
し
、

歌
界
の
重
鎮
と
な
っ
て
、
後
世
に
偉
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
来
た
人
に
他
な
ら
ず
、
そ
の

人
の
選
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
第
一
と

考
え
ら
れ
て
来
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

定
家
が
何
を
以
て
、
数
人
の
天
皇
の
和
歌
を

ア
ス
ニ
ー
ア
ト
リ
エ

百
人
一
首
講
話
と「
か
る
た
」競
技
の
実
技
指
導
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詳
し
く
は
京
都
ア
スニ
ー
発
行
の
ま
な
び
す
等
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

お
問
い
合
わ
せ

　

京
都
市
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー（
京
都
ア
ス
ニ
ー
）
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百
人
一
首
に
選
ん
だ
の
か
。

　

平
安
後
期
の
歴
史
物
語「
大
鏡
」の
序
に「
か

け
ま
く
も　

か
し
こ
き
君
の
御
名
を
申
す
は
、

か
た
じ
け
な
く　

さ
ぶ
ら
へ
ど
も
」
と
言
葉

に
出
す
こ
と
さ
え
も
畏
れ
多
い
天
皇
の
御
名

を
申
し
上
げ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
の
書
き
出
し
の
通
り
、

そ
れ
程
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
天
皇
へ
の
畏

敬
の
念
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

定
家
に
し
て
も
、
勿
論
そ
う
で
あ
っ
た
と

考
え
ま
す
が
、
百
人
一
首
を
選
す
る
に
当
っ

て
、
多
少
そ
の
思
い
に
、
変
化
が
感
じ
ら
れ

る
の
で
す
。
天
皇
の
来
歴
で
は
、
光
孝
天
皇

を
除
く
他
の
天
皇
は
、
皇
位
の
復
権
と
継
承

の
争
乱
、
廃
位
に
関
し
た
当
事
者
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
光
孝
天
皇
も
、時
の
太
政
大
臣
、

藤
原
基
経
に
よ
っ
て
廃
位
を
強
要
さ
れ
た
基

経
の
甥
の
陽
成
天
皇
の
あ
く
ま
で
も
ピ
ン
チ

ヒ
ッ
タ
ー
で
母
方
の
従
兄
弟
で
も
あ
っ
た
基

経
（
母
乙
春
は
光
孝
天
皇
母
沢
子
の
妹
）
の

た
っ
て
の
願
い
で
、
な
ん
と
五
四
才
と
い
う

当
時
と
し
て
は
高
齢
で
即
位
、
謂
わ
ば
基
経

の
傀
儡
と
な
っ
て
三
年
後
に
は
在
位
の
ま
ま

崩
御
す
る
と
い
う
皇
位
継
承
の
犠
牲
者
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

天
智
天
皇
の
関
与
し
た
皇
位
の
復
権
と
は
、

藤
原
鎌
足
と
相
図
っ
て
、
専
横
を
極
め
た
蘇

我
入
鹿
を
暗
殺
、
そ
の
父
蝦
夷
を
自
殺
に
追

い
込
み
、天
皇
に
よ
る
親
政
を
奪
取
し
た
「
乙

巳
の
変
」（
六
四
五
年
）
で
以
後
大
化
改
新

を
進
め
る
わ
け
で
す
が
、
継
承
に
つ
い
て
は
、

兄
古
人
大
兄
皇
子
を
変
に
関
し
た
、
謀
反
の

か
ど
で
、
無
き
者
に
し
、
次
い
で
叔
父
孝
徳

天
皇
の
有
間
皇
子
が
後
継
者
と
目
さ
れ
る
や
、

こ
れ
又
、
謀
反
の
疑
い
で
討
し
て
い
る
。
よ

く
云
わ
れ
て
い
る
百
人
一
首
の〝
秋
の
田
の

…

〞の
歌
は
、
農
民
の
苦
労
を
思
い
や
る
天

智
天
皇
の
や
さ
し
い
心
と
も
解
釈
さ
れ
て
い

る
が
、
定
家
の
心
は
、
読
み
人
知
ら
ず
の
こ

の
歌
が
、
た
ま
た
ま
自
分
の
好
み
の
歌
で
も

あ
り
、天
智
天
皇
の
御
製
と
し
て
、勅
撰
集「
後

撰
集
」
に
も
撰
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

平
安
時
代
の
祖
で
あ
る
桓
武
天
皇
に
も
繋
が

る
天
皇
と
し
て
、
百
人
一
首
の
冒
頭
に
も
っ

て
来
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。

　

次
に
持
統
天
皇
。
天
智
天
皇
の
皇
女
で
あ

る
と
共
に
、
皇
位
継
承
の
争
乱
「
壬
申
の
乱
」

の
主
人
公
天
武
天
皇
の
皇
后
で
あ
っ
た
。
乱

の
勝
利
で
、
弟
弘
文
天
皇
を
縊
死
に
追
い

や
っ
た
当
事
者
で
も
あ
る
。
天
武
天
皇
崩
御

で
皇
位
に
つ
き
、
実
の
子
草
壁
皇
子
の
皇
太

子
擁
立
の
た
め
、
腹
違
い
の
子
、
大
津
皇
子

を
謀
反
の
疑
い
で
処
刑
す
る
に
及
ん
で
い
る
。

定
家
は
争
乱
の
主
、
天
武
天
皇
の
歌
を
選
す

べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
勅
撰
和
歌
集
に
撰

さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
に
好
み
の
歌
も
な
く
、

故
に
持
統
天
皇
の
万
葉
集
に
あ
る
歌
を
新
古

今
集
に
撰
び
、
百
人
一
首
に
選
し
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

い
つ

く
さ
か
べ

こ
う

き  

せ
い
じ
ゅ
う

　

陽
成
院
は
、「
今
昔
物
語
」
や
「
大
鏡
」「
古

事
談
」
等
に
あ
る
如
く
、
物
狂
い
の
天
皇
と
、

そ
の
行
状
が
非
と
さ
れ
母
方
の
伯
父
で
あ
る

時
の
摂
政
藤
原
基
経
に
よ
っ
て
廃
位
さ
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　

光
孝
天
皇
は
前
述
の
通
り
。

　

三
条
院
は
、
摂
政
藤
原
道
長
の
姉
超
子
と

冷
泉
院
の
皇
子
で
道
長
の
次
女
妍
子
を
皇
后

と
し
た
が
、
外
戚
（
母
方
の
親
族
と
な
っ
て

摂
政
関
白
に
な
り
う
る
条
件
を
持
ち
、
権
力

を
行
使
で
き
る
地
位
）
と
な
る
べ
く
皇
子
が

生
ま
れ
ず
、
道
長
は
院
の
眼
病
を
理
由
に
廃

位
を
せ
ま
り
、
外
戚
と
な
っ
た
長
女
彰
子
と

一
条
院
の
皇
子
後
一
条
院
を
即
位
さ
せ
、
道

長
摂
政
の
全
盛
を
き
わ
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

崇
徳
院
は
、
鳥
羽
院
の
後
を
う
け
、
白
河
上

皇
の
命
に
よ
り
、
四
才
で
即
位
し
た
が
、
白
河

法
皇
崩
御
後
、
今
度
は
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
近
衛

院
に
譲
位
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
近
衛
院
は
病

弱
で
、
十
七
才
で
夭
折
。
そ
の
跡
目
争
い
で
、

弟
後
白
河
院
に
敗
れ
、
一
一
五
六
年
、
鳥
羽
院

の
崩
御
後
、
復
権
、
継
承
を
め
ざ
し
て
「
保
元

の
乱
」
を
起
こ
す
が
、
失
敗
。
讃
岐
に
流
さ
れ
、

当
地
で
非
業
の
最
期
を
と
げ
る
。

　

後
鳥
羽
院
、
順
徳
院
は
鎌
倉
幕
府
打
倒
の

「
承
久
の
乱
」
で
、
北
条
義
時
を
中
心
と
す

る
幕
府
軍
に
鎮
圧
さ
れ
、
後
鳥
羽
院
は
隠
岐

へ
、
順
徳
院
は
佐
渡
へ
配
流
と
な
り
、
天
皇

家
は
失
墜
す
る
の
で
あ
る
。

　

百
人
一
首
選
の
前
提
と
し
て
考
え
ら
れ
る
、

天
皇
、
上
皇
、
法
皇
の
下
命
に
よ
る
平
安
時

代
以
降
の
勅
撰
和
歌
集
十
代
集
に
は
、
大
和
、

飛
鳥
、奈
良
時
代
の
仁
徳
、天
智
、持
統
、元
明
、

聖
武
の
各
天
皇
を
含
め
、
第
八
十
四
代
の
順

徳
院
ま
で
の
中
か
ら
、
三
十
一
人
の
天
皇
の

歌
が
撰
さ
れ
て
い
る
が
、
百
人
一
首
棹
尾
の

後
鳥
羽
院
と
順
徳
院
の
歌
は
、
百
人
一
首
成

立
十
六
年
後
・
定
家
没
の
十
年
後
の
一
二
五

一
年
、
定
家
の
息
為
家
の
撰
に
な
る
十
番
目

の
勅
撰
集
「
続
後
撰
集
」
に
あ
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
、
結
局
、
定
家
は
百
人
一
首
に
両
院

の
歌
を
選
ん
で
は
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

　

十
代
勅
撰
集
に
撰
さ
れ
て
い
る
三
十
一
人

の
天
皇
の
う
ち
、
特
に
皇
位
の
復
権
、
継
承

の
争
乱
や
廃
位
に
関
っ
た
天
皇
は
、
平
城
天

皇
と
花
山
院
が
考
え
ら
れ
る
が
、
平
城
天
皇

は
病
弱
で
退
位
、
平
城
京
に
隠
棲
し
、
そ
の

後
「
薬
子
の
変
」
に
加
担
し
た
と
さ
れ
る
が
、

嵯
峨
天
皇
の
基
盤
が
強
固
で
あ
っ
た
た
め
、

特
に
継
承
の
問
題
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

又
花
山
院
は
、
藤
原
兼
家
や
道
兼
の
策
略
と

は
云
う
も
の
の
自
ず
と
出
家
し
、
皇
位
を
放

棄
し
た
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
行
状
で
も

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
定
家
が
あ
え
て
選
し

た
百
人
一
首
の
六
人
の
天
皇
こ
そ
、
復
権
、

継
承
の
争
乱
、
廃
位
に
関
し
た
天
皇
た
ち
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

定
家
の
百
人
一
首
に
天
皇
を
選
す
る
に
当

り
、
そ
の
気
持
ち
を
推
測
す
る
に
、
一
つ
に
は
、

定
家
に
自
分
の
所
有
す
る
山
荘
の
襖
に
飾
る
、

百
人
一
首
の
原
型
と
も
云
え
る
和
歌
の
色
紙

を
所
望
し
た
宇
都
宮
頼
綱
の
境
遇
に
少
な
か

ら
ず
同
情
、
な
に
か
天
皇
家
と
ダ
ブ
ら
せ
る

も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
定
家

の
和
歌
の
弟
子
で
も
あ
り
、
嫡
男
為
家
の
岳

父
と
も
な
っ
て
い
た
頼
綱
は
、
鎌
倉
武
士
で

あ
り
、
北
条
時
政
の
家
臣
で
も
あ
っ
た
。
更

に
時
政
と
後
妻
牧
の
方
と
の
娘
を
室
に
し
て

い
る
。
牧
の
方
は
、
先
妻
の
政
子
や
義
時
と

対
立
、
遂
に
は
、
時
政
を
そ
そ
の
か
し
「
平

賀
朝
雅
の
変
」
と
い
う
幕
府
転
覆
の
謀
を
出

身
地
京
都
で
起
こ
さ
せ
、
結
局
失
敗
。
時
政

が
出
家
、
隠
遁
さ
せ
ら
れ
た
張
本
人
と
な
っ

た
。
女
婿
で
あ
る
頼
綱
も
謀
反
の
か
ど
で
、

睨
ま
れ
、
嫌
気
が
さ
し
て
出
家
す
る
に
及
ん

で
い
る
こ
と
、
御
家
騒
動
の
無
念
や
、
む
な

し
さ
を
感
じ
と
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

二
つ
目
に
は
、
定
家
が
十
八
才
よ
り
書
き

綴
っ
た
日
記
「
明
月
記
」
に
記
述
し
た
「
紅

旗
征
戎
、
吾
事
ニ
非
ズ
」
と
い
う
信
条
と
も

云
う
べ
き
、
権
力
、
権
威
に
対
す
る
反
発
、

平
安
時
代
の
終
焉
を
見
届
け
た
定
家
に
は
、

紅
旗
と
は
、
権
力
の
平
家
の
赤
旗
、
権
威
の

天
皇
の
赤
旗
を
意
味
し
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
又
、
父
俊
成
の
百
人
一
首
に
も
選

し
て
い
る〝
世
の
中
よ　

道
こ
そ
な
け
れ　

思

ひ
入
る　

山
の
奥
に
も　

鹿
ぞ
な
く
な
る
〞の
歌

は
政
道
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

対
す
る
批
判
と
も
と
ら
れ
物
議
を
か
も
し
た

と
さ
れ
、
定
家
の
心
情
に
も
少
な
か
ら
ず
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

三
つ
目
に
は
、
定
家
を
登
用
、
互
に
相
睦

じ
か
っ
た
後
鳥
羽
院
に
「
野
外
の
柳
」
と
い

う
和
歌
で
、
一
二
二
〇
年
、
宮
職
は
解
か
れ

ぬ
も
の
の
、
公
の
場
所
へ
の
出
入
り
禁
止
の

勅
勘
を
受
け
、
い
わ
ば
、
確
執
の
ま
ま
、
翌

年
の
「
承
久
の
乱
」
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
頃
の
「
明
月
記
」
に
は
起
し
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
る
、
院
に
対
す
る
疑
義
や
憤
懣

が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
え
は
じ
め
、
ひ
い

て
は
、
天
皇
の
皇
位
の
復
権
、
継
承
の
争
乱
、

廃
位
が
百
人
一
首
選
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

た
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

定
家
が
選
ん
で
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
百

人
一
首
の
後
鳥
羽
院
と
順
徳
院
の
和
歌
は
、

為
家
の
撰
に
な
る
「
続
後
撰
集
」
に
あ
る
。

撰
の
御
下
命
は
後
嵯
峨
上
皇
で
あ
る
。
上
皇

は
、
終
始
鎌
倉
と
の
友
好
的
態
度
を
崩
さ
な

か
っ
た
と
云
わ
れ
、
為
家
は
、
そ
の
集
に
、

あ
え
て
後
鳥
羽
院
と
順
徳
院
の
歌
を
撰
し
、

更
に
百
人
一
首
に
も
選
し
て
、
父
、
定
家
の

百
人
一
首
選
へ
の
思
い
を
完
成
さ
せ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
単
純
に
天
智
天
皇
、
持
統

天
皇
で
始
り
、
後
鳥
羽
、
順
徳
院
で
終
ら
せ

た
百
人
一
首
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

2京図ものがたり vol.233 京図ものがたり vol.23
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